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「
日
本
と
台
湾
の
有
識
者
が

一
話
し
合
う
『
ア
ツ
ア・
オ
ー

プ

一
ン・
フォ
ー

ラ
ム』
を
な
ぜ
や

一
る
よ
う
に
な
っ

た
か
と
言
う

一
と、
一
つ
は
李
登
輝
さ
ん
（
台

一
湾
の
前
総
統）
と
の
約
束
が
あ

一
る
ん
で
す。
一
九
八
五
年
に
李

可一
さ
ん
と
蹴
初
に
お
会
い
し
た
時

空
以
来 、
こ
れ
ま
で
の
国
民
党
と

蜘一
自
民
党
政
治
家
の
よ
う
な
利
権

翌
に
結
び
つ
き
が
ち
な
付
き
合
い

第一
じ
ゃ
な
く、
透
明
性
の
高い
知

的
な
交
流
が
必
要
だ
と一
致
し

た
ん
で
す。
も
う一
つ
は、
台

湾
は
貿
易
や
文
他
交
流
の
パ
ー

ト
ナ
ー

と
し
て
非
常
に
重
要
で

あ
る
の
に、
国
交
が
な
い
た
め

に
関
係
が
遮
断
さ
れ
て
美与品
し

た。
こ
う
い
う
宅
自
の
ま
ま
で

い
い
の
か
と
い
う
の
が 、
当
時

の
気
持
ち
で
し
た」

．・

厚罰（夕刊）

ソQ

表斤

（
「
フォ
ー

ラ
ム」
は
先
に

松
本
市
で
聞
か
れ
た
会
議
を
最

後
に
歴
史
的
使
命
を
終
え
た

が 、
中
嶋
さ
ん
ら
が
招
請
し
た

李
氏
の
訪

日
は
実
現
し
な
かっ

－
手。

一帯 Eヨ

「
日
本
は
対
中
国
外
交
に
お

い
て
主
体
性
を
失っ
て
い
る
と

と一
思
い
ま
す。
李
さ
ん
は
今
や一

層一
市
民
な
ん
だ
か
ら 、

日
本
は
訪

｜｜
i一

日l隆随陪す
る
富
由
が
昆っ
か

一
り
ま
せ
ん
と
言
え
ば
済
ん
だ
は

一一一一一
ず 。
中
国
側
は
い
ろ
い
ろ
批
判

f
Lす
る
か
も
し
れ
な
い
が、
そ
れ

一
以
と

のこ
と
は
で
き
な
かっ
た

一
と
思
い
ま
す。
政
治
家
が
江
任

一
を
持っ
て
決
断
す
れ
ば
よ
かっ

）一
た
の
に、
そ
う
は
な
ら
な
かっ

剛一
た。
そこ
に
は
台
湾
問
題
や李

佳一
さ
ん
の
訪

日
問
題
に
触
れ
る

一
と、
ピ
ピッ
と
感
む
で
も
し
た

一
か
よ
う
に
リ
ア
ク
ショ
ン
を
起

こ
す

日
本
の
体
質
が
あ
り
ま
す

1月12日3 

なかじ
ま・
みねお
中
国
学
者。
1936
（昭

和
日〉
年
5
月
日

日
松
本
市
生
ま
れ 。
東
大
大
学
院
修
…

了。
社
会
学
博
士。
回
年
か
ら
東
京
外
国
語
大
学
長。

主
な
若
百
に
「
現
代
中
国
論」

、
「
香
港
移
り
ゆ
く

に
し
ま
し
た。
こ
れ
は五
千
年

の
中
華
世
界
が
始
まっ
て
以

来 、
初
め
て
のこ
と
で
す」

都
市
国
家」 、
李
登
輝
氏
と
の
共
著
「
ア
ジ
ア
の
知
略」

な
ど。
評
論
集「
北
京
烈
烈」
で
サ
ン
ト
リ
ー学

芸
賞。

「
ア
ツ
ア・
オ
ー

プ
ン・
フォ
ー

ラ
ム」
世
話
人
代
表。

「
ピ
ー

ク
時に『ア
ジ
ア・オー
プン・フォ
ー

ラ
ム』
を
終
え
た
こ
と
は
幸せ
で
す 。
後は 、
違っ
た
レベ
ル
で 、

違っ
た
人
た
ち
が
やっ
て
く
れ
るこ
と
を
期
待
し
ま
す」
と
語
る
中
嶋
嶺
雄
さ
ん
H

東
京
都
府
中
市の
東
京
外
大

’回国園田

れ品
開

講

部

開関

車

位

【アジア・オープン・フ才トラム】1989魚 } 
1 回会議を台北市で聞いたiと、 日本と台湾で 長

年交Eに開催。 参加者は学者のほか政治家、 開 A
人など広範囲に及び、日台関係の新しい人脈棋 E
に貢献した。 李前総統の退場に伴い最終回とな h
た松本会議の全体テーマは 21世紀のアツアの.I l 
的戦略」。 「フォーラム」 後を継ぐ日台聞の＇：＇.
期的な交流パイプづくりカド題。 � 

ね。
マ
スコ
ミ
を
合
め
世
論
は、

李
さ
ん
の
訪

日
は
当
然
だ
と
い

う
声
が
強
く
なっ
て
お
り、
近

い
将
来
実
現
す
る
の
で
は
な
い

か
と
僕
は
見
て
い
ま
す。
た
だ

そ
れる
何一気
減壌
と
か 、
単
な

あ
り、
郵
小
平
の
赤
い
皇
帝
で

あっ＃ケJ 、

台湾で
は持
介
石 、

ンに

（
中
国
当
局
は
李
氏
を
「
隠

れ
独
立
派」
と
見
な
し、
脱
水

属
政
権
に
対
し
て
も
独
立へ
の

密
戒
を
緩
め
て
い
な
い）

「
大
陸
の
体
質
が
中
華
思
想

だ
か
ら 、
台
湾
の
人
た
ち
の
心

の
ひ
だ
と
か 、
台
湾
人
忠
誠
の

形
成
を
理
解
し
よ
う
と
も
し
な

い。
大
陸
に
とっ
て
自
分
（
北

京）
は
『
チャ
イニ
l

ズ・
ワ

ー
ル
ド・

オ
ー

ダ
ー

（
華
貞
秩

序）
』
の
中
心
で 、
そ
の
周
辺

は
問
分
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
怠
識
が
あ
る。
だ
か
ら 、

ちょ
っ

と
で
も
は
み
だ
し
て
い

け
ば 、
分
裂
主
義
と
か
統一
を

乱
す
も
の
と
し
て
反
逆
者
の
ら

く
印
を
押
す。
こ
こ
に
中
国
の

基
本
的
な
間
宮
点
が
あ
り
ま

す。
将
来 、
（A
志向
を
合
め
た）

あ
る
種
の
緩
や
か
な
連
邦
制
で

も
い
い
し、
そ
う
い
う
時
代
に

な
るこ
と
が
中
国
に
とっ
て
も

亙
要
に
な
る
を
しよ
う」

で
し
た。
そ
う
い
う
体
質
を
え

ぐ
る
台
湾
で
の
民
主
化
の
実
験

（
現
代
中
国
の
研
究
者
の
立
は、
も
と
も
と
民
主
主
義
に
な

崩
か
ら 、
台
湾
の
民
主
化
を
検
じ
み
に
く
い
家
父
長
的
体
質
を

証、し隠してきた
）

｜｜怖い忙い
る

中産陸医院t

「
台
湾
の
民
主
化
は、
中
国
る
窓
昧
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

大
陸
の
方
が
天
安
門
事
件
で
歴
しよ
う
か」

史
的
悲
劇
の
つ
まず
き
を
刻
ん

で
し
まっ
た
だ
け
に、
そ
れ
と

の
対
比
は
あ
ま
り
に
も
鮮
や
か

だっ
た
と
言っ
て
い
い
で
し
ょ

う。
そ
れ
は
単
な
る
選
挙
制
度

の
改
正
な
ど
で
済
ま
な
い、
国

民
党
的
体
質 、
あ
る
い
は
中
華

王
朝
の
よ
う
な
体
質
の
改
革
に

あ
り
ま
し
た。
社
会
主
義
に
な

っ
た
中
国
で
は
毛
沢
東
王
朝
で

ん
で
す
が」

γ。

「李
さ
ん
は
ま
た、
野
党
（
民

主
進
歩
党）
か
ら
総
統
が
出
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り、
初

の
民
主
的
な
政
権
交
代
を
可
能 ーーー－

フ

m冷
－

「
日
本
は
中
国
と
国
交
を
担

立
し
て
い
る
か
ら 、
台
湾
と
の

刷では
政
治・

供託面

で同V

ィ
シャ
ル
なこ
と
は
で
宍注品
せ

ん。
で
す
が 、
民
間
レベ
ル
の

交
流
は
可
能
だ
し、
現
に
東
京

外
大
が
進
め
て
い
る
国
立
台
湾

大
学
と
の
交
流
な
ど、
い
ろ
い

ろな
分
野
で
オ
ー

プ
ン
に
交
流

すべ
き
で
しょ
う。
そ
れ
は
決

し
て
大
陸
を
敵
視
す
る
と
か 、

大
陸
と
の
交
流
を
閉
ざ
すこ
と

で
は
な
い
の
で
す」

（
聞
き
手・
坂
井
臣
之
助 、
写

真・
小
島健一
郎）

r！；.品
川
画幽�期予

アルペンスキーのW杯女子大回転第 6

戦を制し、 21世紀に最高のスタートを

切ったソニヤ・ネフ（AP＝共同）

W杯アルペ＂＇';t)i＠�ソζヤ・ ネコ

不
運
に
泣
か
さ
れ
て
き
た
ス
に
よ
れ
ば
選
手
人
生
の
初
期
に
ガ
l
が占
め
た。
九
九
年
はパ

今
季、
大
回
転
6
戦
で
4
勝。

イ
ス
の
女
子
選
手
が二
十一
世
ひ
ざ
の
靭
帯
（
じ
ん
た
い）
を
ハ
タ
i、
ニ
0
0
0
年
は
ド
ル
都
目
別
得
点
を
4
7
6
に
伸ば

紀
に
最
高
の
ス
タ
ー
ト
を
切っ
五
度
も
痛
め
た。
そ
の
た
び
に
フマ
イ
ス
タ
l
の
オ
l
ス
ト
リ
し
て、
2
位
に
1
8
8
点
の
大

た。
ア
ルペ
ン
ス
キ
i
の
ワ
l
休
盤、
リハ
ビ
リ。
歩
み
は
滞
ア
勢
に
優
勝
を
臨
ま
れ
た。

差
を
つ
け
た。
践
る
3
試
合
に

ル
ド
カ
ッ
プ
（
W
杯）
女
子
は
っ
た。

2
位
ば
か
り三
度ι
だ
寄り
「
大
回
転
の
女ヱ」

の座
を
懸

六
口
の
マ
リ
ポ
l
ル
（
ス
ロ
ベ

1
・
・

－
h，

．

‘

・

・
・v

一
」
、
市川1
fA
、．J
r、
：」
、
u
j4
bE圃

ニ
ア）
で
の
穴
回
転
奪
戦
で

－
L
八一
日一「行悼
む
ん共
下士
、
u

針旦

新
世
紀
初
の
レ
l
ス
葬
ぃ、

」
ノ
EHド
市虫干
G
・1ノ
コ」
」
J
4
目
羽明記

ソニ
ヤ・
ネ
フ（二
八）
が
優
勝、

大
回
転
3
連
勝
を
飾っ
た。
十

不
運
の
苦
労
人
今
季
3
連
勝

一
月
の第
2

戦と合
わ
せ
て、

こ
れ
で
大
回
転
4
勝。
初
の
柑

マ
リ
ポ
l
ル
は
因
縁
の
地
で
こ
そ、
だっ
た。
l
回
目
の
2
け
る。
順
当

作叫r2一
十一
日
の

目
別
タ
イ
ト
ル
獲
得へ
大
きく

もあっ
た。
勝
て
そ
う
で、
い
位
を
造
転
V
「
こ
こ
で
の
コ
ル
テ
イ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ
ツ
オ

前
進
し
た。

つ
も勝
利
に
見
放
さ
れ
た。
九
勝
利
手すっ
と待

ち純け
て
い
（
イ
タ
リ
ア）
で
包第
7
戦
か

ネ
フ
は一
九
九三
年
シ
i
ズ
六
年、
W
杯
で
初
め
て
表
彰
台
た」
。
ト
リッ
キ
！
なコ
！
ス
二
十
六
日
の
第
8
戦（
ド
イ
ツ）

ン
か
ら
W
杯
で
ポ
イ
ン

ト手渥
に
立っ
た
が、
そ
の
中央
は
ド
と
ラ
イバ
ル
を制
し、
思
わ
ず
で
決
ま
る。

pu
て
い
る
が、
ロ
イ
タ
ー
電
イ
ツ
の
ス
タ
l、
サ
イ
ツイ
ン
ゼッ
ケ
ン
に
キ
ス
し
た。

だ
が
「
そ
の
こ
と
は
考
え
た

． 

． 

ー園田・オら民聞か日本と
く
な
い。
だっ
て
昨
寧、
ドル

フマ
イ
ス
ヲ
l
は
総
合
で
1A

O
点
もリ
ー
ド
し
た
の
に、
品

終
的
に
敗
れた
の
だ
か
ら」
。

慎
危
な
尋
い
岡
し
は
苦
労
人品

し
い
と
4
つべ
きか。
不
迎－

く
じ
け
な
かっ
た
迦
手
が

自
体
近
い。
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